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１１
月
４
日
、
国
際
文
化
学
部
の
Ａ
さ
ん
は
、

自
学
部
が
昼
休
み
に
開
催
す
る
先
輩
内
定
者

た
ち
の
就
活
体
験
発
表
を
聴
く
。
そ
の
後
別

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
主
催
の
国
家
公
務
員
官
庁
業
務
説
明
会
に

参
加
、
そ
の
合
間
に
、
法
・
経
済
・
経
営
学

部
の
ゼ
ミ
幹
事
の
連
絡
組
織
で
あ
る
六
甲
台

学
生
評
議
会
主
催
の
「
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」
に

も
顔
を
出
す
。
翌
日
５
日
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
担
当
の
全
学
キ
ャ
リ
ア
科
目
（
職
業

と
学
び｜

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
）

を
聴
講
す
る
。
こ
の
日
は
「
マ
ル
チ
主
婦
の

実
践｜

食
と
農
で
起
業
！　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

設
立
と
運
営
」
と
題
す
る
卒
業
生
講
師
の
話

で
大
い
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。
そ
れ
が
終
わ

っ
て
か
ら
、
工
学
部
同
窓
会
主
催
の
「
業
界

研
究｜

化
学
・
バ
イ
オ
系
」
で
関
心
あ
る
企

業
の
人
事
担
当
者
の
話
を
聴
く
。
翌
６
日
は
、

発
達
科
学
部
で
開
催
さ
れ
た
「
自
己
分
析
の

進
め
方
」
を
聴
き
、
そ
の
後
は
ま
た
、
こ
の

日
も
開
催
さ
れ
て
い
る
六
甲
台
学
生
評
議
会

の
「
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
た
。

　

以
上
、
た
ま
た
ま
２
０
０
９
年
１１
月
初

旬
の
キ
ャ
リ
ア
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
か

ら
、
一
人
の
学
生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
か
た

ち
で
学
内
の
各
種
関
連
行
事
を
抜
き
出
し
て

み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
数
え
て

み
た
が
、
学
内
各
就
職
支
援
組
織
が
開
催
す

る
行
事
は
昨
年
１１
月
だ
け
で
、
じ
つ
に
３６
回

も
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
な
の
も
、
神
戸
大

学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
で

展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

神
戸
大
学
の
就
職
支
援
の
あ
り
方
は
、
ボ
ト

ム
か
ら
、
し
か
も
数
人
の
学
生
た
ち
の
就
活

に
対
す
る
危
機
感
か
ら
始
ま
っ
た
。
学
生
に

よ
る
就
職
活
動
支
援
組
織job-navi

の
発
足

で
あ
る
。
こ
れ
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、
学
生

部
厚
生
課
（
当
時
）
や
大
学
生
協
、
そ
し
て

２
学
部
の
就
職
委
員
会
を
含
む
さ
さ
や
か
な

就
職
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立
ち
上
が
っ
た
。

０２
年
の
秋
の
こ
と
だ
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
特
色
は
、
教
員
、
職
員
、
学
生
、
生
協
職
員
、

同
窓
生
等
の
身
分
を
問
わ
ず
互
い
に
フ
ラ
ッ

ト
な
関
係
を
保
ち
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

向
上
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
各
々
自
発
的

に
活
動
し
な
が
ら
も
緩
や
か
に
連
携
・
協
働

す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

年
ご
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
メ
ン
バ
ー
を

加
え
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
る
な
か
、
０７
年
６

月
、
神
戸
大
学
に
も
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が

誕
生
し
た
。
こ
ち
ら
は
も
ち
ろ
ん
ト
ッ
プ
の

判
断
か
ら
生
ま
れ
た
が
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
要
に
あ
た
る

組
織
を
持
た
な
か
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

情
報
共
有
の
拠
点
と
な
る
ハ
ブ
組
織
を
持
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
そ

れ
自
体
決
し
て
強
力
な
中
央
組
織
で
は
な
い

が
、
自
主
的
に
活
動
を
行
う
学
内
各
組
織
と

連
携
協
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が

ら
、
神
戸
大
学
全
体
と
し
て
は
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
か
な
り
活
発
に
キ
ャ
リ
ア
・

就
職
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
支
援
活
動
を
展
開
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
学
内
各
組

織
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
各
学
部
・
研

究
科
の
就
職
委
員
会
、
各
同
窓
会
、
大
学
生

協
、
六
甲
台
就
職
情
報
セ
ン
タ
ー
、
学
生
団

体
、
東
京
オ
フ
ィ
ス
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
、
連
携
創
造
本

部
な
ど
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
大
学
生
協
キ

ャ
リ
ア
支
援
チ
ー
ム
と
の
緊
密
な
連
携
協
力

は
見
逃
せ
な
い
。
ち
な
み
に
、
０８
年
度
の
場

合
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主
催
行
事
数
は

約
２５
回
だ
っ
た
が
、
神
戸
大
学
全
体
で
は
約

１
７
０
回
に
達
し
た
。

　　

他
大
学
と
比
べ
れ
ば
弱
小
組
織
に
す
ぎ
な

い
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
と
も
に
、

学
内
各
組
織
と
の
連
携
協
力
を
得
な
が
ら
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
自
身
も
年
々
進
化
し
て

い
る
。
支
援
範
囲
も
、
当
初
は
主
に
学
部
３

年
生
だ
け
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
１
、２
年
生

対
象
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施
、
や
が
て
留
学
生

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
日
本
企
業
に
就
職
を

希
望
す
る
外
国
人
留
学
生
の
た
め
に
合
同
企

業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
昨
年
は
大
学
院
生
対

象
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
も
取
り
組
ん

だ
。
ま
た
、
個
人
相
談
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
て
、
０９
年
度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
非
常
勤
）
の
増
員
も
図
っ
た
。
全

学
キ
ャ
リ
ア
科
目
に
つ
い
て
も
、
１０
年
度
か

ら
１
科
目
新
規
開
講
す
る
。

●
神
戸
大
学

●
神
戸
大
学
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熊
本
県
立
大
学
は
、
「
大
学
は
〝
未
来
の

わ
た
し
〞
を
創
る
場
所
」
と
の
理
念
を
掲

げ
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
と
就
職
活
動

等
の
支
援
と
を
体
系
化
し
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
自

ら
が
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
高
め
て
い
く
ツ
ー
ル

と
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
熊
本
県
立
大
学

で
は
「
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
リ
オ
（C

areer Folio: 
C
F

）」
と
呼
ぶ
）
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
リ
オ
の
全
学
生
へ
の

普
及
な
ど
に
も
セ
ン
タ
ー
は
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
教
育
と
従
来
の
就
職
支
援
と
を
有
機
的

に
接
続
し
、
学
生
へ
の
総
合
的
な
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
組
織
と
し
て
平
成

２１
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
下
記

メ
ン
バ
ー
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議

を
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
場
で
本

学
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
と
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
と
が
同
時
に
議
論
さ
れ
企
画
・
立

案
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
長

・
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

各
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

　
　

担
当
す
る
教
員
（
３
名
）

　
　

各
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
担
当

　
　

す
る
教
員
（
３
名
）

・
セ
ン
タ
ー
職
員
と
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

こ
の
他
に
、
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
エ
ン
ジ
ェ
ル

（C
a
m
p
u
s C
a
re
e
r A
n
g
e
l: C
C
A

）」

と
呼
ぶ
）
制
度
も
導
入
し
、
セ
ン
タ
ー
内
で

学
生
目
線
で
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
W
e
b
サ
イ
ト
（h

ttp
://

p
u
k
-c
.jp
/p
c
/

）
に
よ
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

情
報
提
供
し
て
い
く
サ
ー
ビ
ス
も
セ
ン
タ
ー

職
員
の
手
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
①　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
シ
ス
テ
ム
の

　

企
画
と
立
案

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
関
し
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
論
（
１
年
次
必
修
）
の
内
容

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
平
成
２１
年
度
は
「
大

学
で
の
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
初

年
次
教
育
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
セ
ン

タ
ー
主
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
関
す
る
教
職
員

研
修
も
セ
ン
タ
ー
が
企
画
・
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

本
学
で
は
学
外
で
の
活
動
も
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
教
育
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
強
く

認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
は
従
来
か
ら
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
で
も
８
位
の

参
加
率
を
誇
る
ま
で
に
な
り
（
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
１
０
（
朝
日
新
聞
社
発
行
）
に
よ

る
）
、
終
了
後
は
、
企
業
関
係
者
を
招
き
学

生
た
ち
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会

を
公
開
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

②　

キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
リ
オ（
Ｃ
Ｆ
）の
全
学
的

　

普
及

　

学
生
が
入
学
時
か
ら
卒
業
後
の
自
分
を

思
い
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
知
識
を
習
得
し
、
ま
た
経
験
を
積
む
べ
き

か
を
考
え
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｃ

Ｆ
を
位
置
付
け
、
全
学
的
に
導
入
し
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
団

体
と
の
協
働
の
体
制
を
構
築
し
、
そ
の
中
で

学
生
目
線
に
立
つ
Ｃ
Ｆ
の
改
良
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ
Ｆ
の
広
報
活
動
は

こ
れ
ら
の
学
生
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

③　

就
職
支
援

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
資
格
取
得

講
座
の
運
営
等
の
業
務
を
担
当
す
る
と
と
も

に
、
全
教
員
と
の
連
携
を
密
に
し
て
学
生
の

進
路
動
向
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

学
生
向
け
の
就
職
支
援
情
報
は
、
前
述
し

た
W
e
b
サ
イ
ト
か
ら
随
時
提
供
す
る
と
と

も
に
、
就
職
情
報
検
索
W
e
b
を
開
設
し
、

本
学
に
寄
せ
ら
れ
た
求
人
情
報
及
び
企
業
情

報
、
学
内
セ
ミ
ナ
ー
の
情
報
等
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ま
た
は
携
帯
で
検
索
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
へ
の
個
別
支
援
は
教
員
に
よ
る
３
年

次
個
別
面
談
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
卒
業
し
た
Ｃ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
を

深
め
、
さ
ら
に
一
般
の
卒
業
生
と
在
学
生
と

の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
在
学
生

へ
の
就
職
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
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セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
取
り
組
み
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キャリアセンターでのＣＣＡによる
相談活動
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